
いよいよ改憲問題が日本の政治の焦点となってきたが、改憲か護憲か
どちらを選ぶにせよ、考えておかなければならない問題がある。その
一つが軍事法廷の問題である。護憲派の中にも専守防衛の範囲で自衛
隊を使うという主張があるが、それならそれに伴って生じる自衛隊に
よる武力の行使の結果、人道法違反行為が発生することも予想される
からだ。それをどこでどう裁くのかを考えること抜きに、改憲論議も
深まっていかない。
　今回、この問題を考える上で欠かすことのできない論点を、４人の
方から提供していただきたい。その上で議論をしてみたい。

改憲か護憲かを超えて

日本における
自衛隊を活かす会シンポジウム

軍事法廷の是

シンポジスト

自衛隊を活かす：
21 世紀の憲法と防衛を考える会

2014年６月７日発足。自衛隊を否定するの
でもなく、国防軍や集団的自衛権に走るので
もなく、現行憲法の下で生まれた自衛隊の可
能性を探り、活かすことを目的とし、議論の場
を提供すると共に提言活動を行う。ホーム
ページで提言や過去の記録を紹介。
事務局：東京都渋谷区代々木 2-12-2 カタ
ログハウス気付　FAX 03-5365-1099
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開場 12：3013：00～

事前申込みが不可欠です。
自衛隊を活かす会のホーム
ページからお申込み下さい。
http://kenpou-jieitai.jp

参加費：1,000円（資料代）
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第７会議室
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